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保
ほごしゃ

護者の方
かた

へ　必
かなら

ずお読
よ

みください。

《充
じゅうでんしきでんち

電式電池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●充
じゅうでん

電の方
ほうほう

法については、充
じゅうでんきほんたい

電器本体の説
せつめい

明を絶
ぜったい

対に守
まも

ってください。

●ショートさせると大
だいでんりゅう

電流が流
なが

れ危
きけん

険です。絶
ぜったい

対にさけてください。

●水
みず

にぬれたらすぐに使
しよう

用をやめてください。ショートの原
げんいん

因になります。

●水
みず

や火
ひ

の中
なか

に入
い

れたり、分
ぶんかい

解・ハンダ付
づ

けは絶
ぜったい

対にしないでください。

《電
でんち

池を誤
ごしよう

使用すると発
はつねつ

熱・破
はれつ

裂・発
はっか

火・液
えき

もれなどの危
きけん

険があります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●古
ふる

い電
でんち

池と新
あたら

しい電
でんち

池、いろいろな種
しゅるい

類の電
でんち

池をまぜて使
しよう

用しないでください。

●＋－ ( プラス マイナス ) を正
ただ

しくセットしてください。

●遊
あそ

んだ後
あと

は必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチをOFFにし、本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんち

池をはずしてください。

●ショートさせたり、充
じゅうでん

電・分
ぶんかい

解・加
かねつ

熱・火
ひ

の中
なか

に入
い

れたりしないでください。

●万
まんいち

一、電
でんち

池からもれた液
えき

が目
め

に入
はい

ったときはすぐに大
たいりょう

量の水
みず

で洗
あら

い、医
いし

師に相
そうだん

談してください。

 皮
ひふ

膚や服
ふく

についたときは水
みず

で洗
あら

ってください。

《思
おも

わぬ事
じこ

故・ケガの原
げんいん

因になります。下
かき

記に注
ちゅうい

意してください。》

●本
ほんせいひん

製品は屋
おくないせんよう

内専用です。屋
おくがい

外では絶
ぜったい

対に使
しよう

用しないでください。正
せいじょう

常な操
そうさ

作ができなかったり、破
はそん

損するおそれが

あります。

●本
ほんたい

体やコントローラーの隙
すきま

間にピンや金
かなくぎ

釘などの異
いぶつ

物を入
い

れないでください。

●本
ほんたい

体可
かどうぶ

動部を無
むり

理に動
うご

かさないでください。故
こしょう

障・破
はそん

損・ケガをするおそれがあります。

●ぶつけたり、ふりまわすなど乱
らんぼう

暴な扱
あつか

いをしないでください。

●ガラスや家
かぐ

具などにぶつかりそうになったら操
そうさ

作をやめてください。破
はそん

損やケガをするおそれがあります。

●可
かどうぶ

動部に指
ゆび

や髪
かみ

の毛
け

や衣
いふく

服などを巻
ま

き込
こ

まれないように注
ちゅうい

意してください。

●ラジオコントロールカー以
いがい

外の用
ようと

途では使
しよう

用しないでください。

●小
ちい

さな部
ぶひん

品があります。口
くち

の中
なか

に絶
ぜったい

対に入
い

れないでください。窒
ちっそく

息などの危
きけん

険があります。

●誤
ごいん

飲の危
きけん

険があります。対
たいしょうねんれい

象年齢未
みまん

満のお子
こさま

様には絶
ぜったい

対に与
あた

えないでください。

遊
あそ

ぶときの約
やくそく

束 ●本
ほんせいひん

製品は精
せいみつでんしかいろ

密電子回路や多
たすう

数のパーツを使
しよう

用しています。分
ぶんかい

解や改
かいぞう

造しないでください。

 ●毛
けあし

足の長
なが

いカーペットの上
うえ

では使
しよう

用しないでください。可
かどうぶ

動部にからまり、故
こしょう

障・破
はそん

損・ケガをする

おそれがあります。

 ●走
そうこう

行には、水
すいへい

平で凸
おうとつ

凹のない床
ゆかめん

面を選
えら

んでください。

 ●ストーブの近
ちか

くなど火
かき

気のある温
おんど

度の高
たか

いところには置
お

かないでください。

 ●水
みず

たまりや砂
すな

の上
うえ

で遊
あそ

んだり、水
みず

や砂
すな

をすくわないでください。故
こしょう

障の原
げんいん

因になります。

 ●複
ふくすう

数で同
どうじ

時に遊
あそ

ぶときは、本
ほんたい

体同
どうし

士をぶつけあう遊
あそ

びはしないでください。故
こしょう

障の原
げんいん

因になります。

電
でんち

池について

電
でんぱ

波について

● 遊
あそ

んだあとは必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチを OFF にしてください。電
でんげん

源スイッチを OFF にし忘
わす

れると電
でんき

気

が流
なが

れ、電
でんち

池が早
はや

く消
しょうもう

耗します。

● 電
でんち

池も休
やす

み時
じかん

間が必
ひつよう

要です。休
やす

み時
じかん

間を入
い

れると、連
れんぞく

続で遊
あそ

んだときよりも長
なが

く遊
あそ

ぶことができます。

● 電
でんち

池は一
いちど

度に全
ぜんぶ

部新
あたら

しい電
でんち

池と交
こうかん

換してください。古
ふる

い電
でんち

池と新
あたら

しい電
でんち

池を混
ま

ぜて使
つか

うと液
えき

もれの原
げんいん

因となるおそれがあ

ります。

● 「時
じかん

間をおいて動
うご

かすと少
すこ

し動
うご

くが、すぐ止
と

まってしまう。」　これは電
でんち

池を休
やす

ませることにより、一
いちじてき

時的に電
でんち

池が回
かいふく

復す

るためです。全
ぜんぶ

部新
あたら

しい電
でんち

池に交
こうかん

換してください。

● 同
おな

じ周
しゅうはすう

波数の異
こと

なるラジオコントロール製
せいひん

品を近
ちか

くで同
どうじ

時に操
そうさ

作すると、誤
ご

動
どうさ

作の原
げんいん

因となります。

● ラジオコントロールカー以
いがい

外の障
しょうがい

害電
でんぱ

波が出
で

ている場
ばあい

合にも誤
ご

動
どうさ

作の原
げんいん

因となります。

この場
ばあい

合、遊
あそ

ぶ場
ばしょ

所を変
か

えるか、時
じかん

間を置
お

いてください。

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書

ラジオコントロール建
けんせつしゃ

設車

 スーパードーザー

!  注意（ちゅうい）

この取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書をよくお読
よ

みのうえ、正
ただ

しく

安
あんぜん

全に遊
あそ

んでください。お読
よ

みになったあとは、

いつでも見
み

られる場
ばしょ

所に必
かなら

ず保
ほかん

管してください。

屋
おくないせんよう

内専用 対
たいしょうねんれい

象年齢６才
さい

以
いじょう

上
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－2－

■ 対
たいしょう

象年
ねんれい

齢：6 才
さい

以
いじょう

上

■ 使
しよう

用周
しゅうはすう

波数帯
たい

：40MHz（チャンネルきりかえにより３台
だい

同
どうじ

時操
そうさ

作可
かのう

能）

■ 操
そうさ

作可
かのう

能距
きょり

離：約
やく

５m

■ アクション：前
ぜんしん

進・後
こうしん

進・右
みぎ

回
かいてん

転・左
ひだり

回
かいてん

転・超
ちょうしんち

信地回
かいてん

転・

ブレード上
じょうげ

下・リッパー上
じょうげ

下

■ ライト：ヘッドライト

■ サウンド：エンジン始
しどう

動／停
ていし

止音
おん

・アイドリング音
おん

・

警
けいこく

告音
おん

（後
こうしん

進時
じ

）・クラクション（クラクショ

ンボタンを押
お

すと鳴
な

ります。）

本
ほんたい

体

使
しよう

用電
でんち

池：単
たん

３形
がた

電
でんち

池×４本
ほん

（別
べつう

売り）
※アルカリ乾

かんでんち

電池の使
しよう

用を推
すいしょう

奨します。単
たん

３形
がた

充
じゅうでんしき

電式電
でんち

池も使
しよう

用

できます。

連
れんぞく

続走
そうこう

行時
じかん

間：約
やく

60 分
ぷん

（アルカリ乾
かんでんち

電池使
しよう

用の場
ばあい

合）

コントローラー

使
しよう

用電
でんち

池：単
たん

３形
がた

電
でんち

池×３本
ぼん

（別
べつう

売り）
※コントローラー用

よう

電
でんち

池が消
しょうもう

耗すると、パワーランプ（赤
あか

）が消
しょうとう

灯

して本
ほんたい

体を操
そうさ

作できなくなります。新
あたら

しい電
でんち

池に交
こうかん

換してください。

連
れんぞく

続使
しよう

用時
じかん

間：約
やく

8 時
じかん

間

※連
れんぞく

続走
そうこう

行時
じかん

間、連
れんぞく

続使
しよう

用時
じかん

間はあくまで目
めやす

安です。電
でんち

池メーカー、

使
しよう

用場
ばしょ

所、操
そうさ

作方
ほうほう

法などによって異
こと

なります。

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書

（本
ほんしょ

書）

本
ほんたい

体：1台
だい

※実
じっさい

際の商
しょうひん

品と図
ず

は多
たしょう

少異
こと

なります。

コントローラー：1台
だい

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書（本
ほんしょ

書）：1冊
さつ

セット内
ないよう

容と各
かくぶせつめい

部説明

仕
しよう

様

本
ほんたい

体正
しょうめん

面／裏
うらめん

面

コントローラー正
しょうめん

面／裏
うらめん

面
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この場
ばあい

合、遊
あそ

ぶ場
ばしょ

所を変
か

えるか、時
じかん

間を置
お

いてください。

取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書

ラジオコントロール建設車

 スーパードーザー

!  注意（ちゅうい）

この取
とりあつかいせつめいしょ

扱説明書をよくお読
よ

みのうえ、正
ただ

しく

安
あんぜん

全に遊
あそ

んでください。お読
よ

みになったあとは、

いつでも見
み

られる場
ばしょ

所に必
かなら

ず保
ほかん

管してください。

屋
おくないせんよう

内専用 対
たいしょうねんれい

象年齢６才
さい

以
いじょう

上

アンテナ

キャタピラベルト
ブレード

ヘッドライト

サウンドON／ OFF ボタン

クラクションボタンエンジン始
しどう

動

／停
ていし

止ボタン

ブレード上
じょうげ

下レバー

チャンネル

セレクター

ライトボタン

リッパー上
じょうげ

下レバー

右
みぎ

レバー

パワーランプ（赤
あか

） アンテナ

電
でんち

池カバー 電
でんげん

源スイッチ

アンテナは図
ず

のように立
た

てて使
しよう

用してください

電
でんち

池カバー

電
でんげん

源スイッチ チャンネルセレクター

左
ひだり

レバー

リッパー
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遊
あそ

ぶ前
まえ

の準
じゅんび

備

本
ほんたい

体に電
でんち

池をセットする

1  本
ほんたい

体裏
うらめん

面の電
でんげん

源スイッチが OFF になっていることを

確
かくにん

認してください。

2  電
でんち

池カバーのネジをプラスドライバー（またはマイナス

ドライバー）でゆるめ、電
でんち

池カバーを外
はず

します。

3  単
たん

３形
がた

電
でんち

池４本
ほん

を、図
ず

のように＋－（プラスマイナス）

を正
ただ

しくセットします。

4  電
でんち

池カバーを取
と

り付
つ

け、プラスドライバー（またはマイ

ナスドライバー）でネジを締
し

めます。

本
ほんたい

体にアンテナチューブを取
と

り付
つ

ける

本
ほんたい

体にアンテナチューブをしっかりと差
さ

し込
こ

みます。

コントローラーに電
でんち

池をセットする

1  コントローラー裏
うらめん

面の電
でんげん

源スイッチが OFF になってい

ることを確
かくにん

認してください。

2  コントローラー裏
うらめん

面の電
でんち

池カバーのネジをプラスドライ

バー（またはマイナスドライバー）でゆるめ、電
でんち

池カバー

を外
はず

します。

3  単
たん

３形
がた

電
でんち

池３本
ぼん

を、図
ず

のように＋－（プラスマイナス）

を正
ただ

しくセットします。

4  電
でんち

池カバーを取
と

り付
つ

け、プラスドライバー（またはマイ

ナスドライバー）でネジを締
し

めます。

※ コントローラー用
よう

電
でんち

池が消
しょうもう

耗すると、パワーランプ

（赤
あか

）が消
しょうとう

灯して本
ほんたい

体を操
そうさ

作できなくなります。 1～

4の方
ほうほう

法で新
あたら

しい電
でんち

池に交
こうかん

換してください。

C

 毛
けあし

足の長
なが

いカーペットの上
うえ

では操
そうさ

作しないでくだ

さい。可
かどうぶ

動部にからまり、故
こしょう

障・破
はそん

損・ケガをす

るおそれがあります。

 複
ふくすうだい

数台で同
どうじ

時に遊
あそ

ぶとき、異
こと

なるチャンネルに

設
せってい

定していても半
はんけい

径１m以
いない

内では電
でんぱ

波が干
かんしょう

渉する

ことがあります。半
はんけい

径１m以
いじょう

上離
はな

れて遊
あそ

んでくだ

さい。

遊
あそ

ぶ場
ばしょ

所の注
ちゅうい

意！
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操
そうさほうほう

作方法

1  コントローラーのチャンネルセレクターと本
ほんたい

体のチャン

ネルセレクターが合
あ

っていることを確
かくにん

認してください。

2  コントローラーの電
でんげん

源スイッチをONにします。

3  本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをONにします。

4  コントローラーのエンジン始
しどう

動／停
ていし

止ボタンを押
お

します。

 ※エンジン始
しどう

動／停
ていし

止ボタンを押
お

さないと操
そうさ

作できません。

コントローラー：パワーランプ（赤
あか

）が点
てんとう

灯します。

本
ほんたい

体： エンジン始
しどう

動音
おん

が鳴
な

ったあとアイドリング音
おん

に切
き

り替
か

わ

り、ヘッドライトが点
てんとう

灯します。

前
ぜんしん

進 左
ひだり

レバーと右
みぎ

レバーの両
りょうほう

方を上
じょうほう

方に倒
たお

すと

前
ぜんしん

進します。

後
こうしん

進 左
ひだり

レバーと右
みぎ

レバーの両
りょうほう

方を下
かほう

方に倒
たお

すと

後
こうしん

進します。

左
ひだり

回
かいてん

転 右
みぎ

レバーを上
じょうげ

下どちらかに倒
たお

すと左
ひだり

に回
かいてん

転し

ます。

右
みぎ

回
かいてん

転 左
ひだり

レバーを上
じょうげ

下どちらかに倒
たお

すと右
みぎ

に回
かいてん

転し

ます。

エンジン始
しどう

動／停
ていし

止ボタン

電
でんげん

源スイッチを ONにした

あと、一
いちど

度押
お

すと操
そうさ

作でき

ます。もう一
いちど

度押
お

すと操
そうさ

作

できなくなります。

サウンドON／ OFF ボタン

一
いちど

度押
お

すと各
かくしゅ

種サウンドが停
ていし

止

します。もう一
いちど

度押
お

すと各
かくしゅ

種サ

ウンドが鳴
な

ります。

クラクションボタン

押
お

すとクラクションが鳴
な

ります。

ライトボタン

一
いちど

度押
お

すとヘッドライ

トが消
しょうとう

灯します。もう

一
いちど

度押
お

すと点
てんとう

灯します。

コントローラー 本
ほんたい

体
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超
ちょうしんち

信地回
かいてん

転：左
ひだり

超
ちょうしんち

信地回
かいてん

転：右
みぎ

右
みぎ

レバーを上
じょうほう

方、左
ひだり

レバーを下
かほう

方に倒
たお

すとその場
ば

で

左
ひだり

回
かいてん

転します。

右
みぎ

レバーを下
かほう

方、左
ひだり

レバーを上
じょうほう

方に倒
たお

すとその場
ば

で

右
みぎ

回
かいてん

転します。

ブレード上
じょうげ

下 リッパー上
じょうげ

下

ブレード上
じょうげ

下レバーを上
じょうほう

方または下
かほう

方に倒
たお

すと、ブレー

ドは図
ず

のように上
じょうげ

下に動
うご

きます。

リッパー上
じょうげ

下レバーを上
じょうほう

方または下
かほう

方に倒
たお

すと、リッ

パーは図
ず

のように上
じょうげ

下に動
うご

きます。

 ブレードが床
ゆか

に接
せっち

地した状
じょうたい

態で前
ぜんこうしん

後進や回
かいてん

転の

操
そうさ

作をしないでください。床
ゆか

にキズが付
つ

くことが

あります。

 左
さゆう

右回
かいてん

転・超
ちょうしんち

信地回
かいてん

転の操
そうさちゅう

作中に回
かいてん

転しにくくなっ

たら操
そうさ

作をやめ、キャタピラベルトを確
かくにん

認してく

ださい。キャタピラベルトがはずれているときは、

「故
こしょう

障かな？と思
おも

う前
まえ

に」のキャタピラベルトの取
と

り付
け

けを参
さんしょう

照してください。

 前
ぜんこうしん

後進や左
さゆう

右回
かいてん

転などの操
そうさ

作をするときは、ブ

レードを下
かず

図の位
いち

置にしてから操
そうさ

作してください。

下
かず

図の位
いち

置にしないで操
そうさ

作すると、ブレードの

位
いち

置がずれてくることがあります。

操
そうさじ

作時の注
ちゅうい

意！

※ブレードとリッパーは同
どうじ

時に動
うご

きません。同
どうじ

時に操
そうさ

作するとブレードのみが動
うご

きます。
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遊
あそ

んだあとは

1  コントローラーのエンジン始
しどう

動／停
ていし

止ボタンを押
お

します。

コントローラー：パワーランプ（赤
あか

）が消
しょうとう

灯します。

本
ほんたい

体： エンジン音
おん

が停
ていし

止し、ヘッドライトが消
しょうとう

灯します。

2  本
ほんたい

体の電
でんげん

源スイッチをOFF にします。

3  コントローラーの電
でんげん

源スイッチをOFF にします。

※ 必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチを OFF にし

てください。OFF にしないと他
ほか

からの電
でんぱかんしょう

波干渉によっ

て、突
とつぜん

然エンジン音
おん

が鳴
な

るなどの誤
ごどうさ

動作をすることがあ

ります。

 火
かき

気の近
ちか

く、直
ちょくしゃにっこう

射日光の当
あ

たる場
ばしょ

所、高
こうおんたしつ

温多湿に

なる場
ばしょ

所、車
しゃちゅう

中では保
ほかん

管しないでください。ショー

ト、過
かねつ

熱、発
はっか

火、火
かさい

災、液
えき

もれの原
げんいん

因になります。

 必
かなら

ず本
ほんたい

体とコントローラーの電
でんげん

源スイッチを OFF

にし、電
でんち

池をはずしてください。

保
ほかん

管に関
かん

する注
ちゅうい

意！

キャタピラベルトの取
と

り付
つ

け

※必
かなら

ず 1 → 2 → 3 の順
じゅんばん

番で取
と

り付
つ

けてください。

1  キャタピラベルト内
うち

側
がわ

の凸
とつ

部
ぶ

を、前
ぜんりん

輪の凹
おうぶ

部にはめ込
こ

みます。

2  キャタピラベルト内
うちがわ

側の凸
おう

部
ぶ

を、上
じょうぶ

部後
こうりん

輪にはめ込
こ

み

ます。

3  キャタピラベルト内
うちがわ

側の凸
おう

部
ぶ

を、下
かぶ

部後
こうりん

輪にはめ込
こ

み

ます。

故
こしょう

障かな？と思
おも

う前
まえ

に
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